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環境情報を用いたレジリエントな国土のデザイン(GRENE-City)

行政 専門家 市民

コミュニティ 企業NPO

ユーザーの
要求

自然の猛威 脆弱な社会

・気候変動（温暖化、海面上昇）

・自然災害

(地震・津波など）

・生態系劣化

・少子高齢化

・インフラ老朽化

・スプロール化

・モータリゼーション 進化型統合
データベース
（国土・都市

施策検討の
ワークベンチ）

蓄積

実施案(コンパクト化と絆形成のための撤退と集約)

QOL評価

適用・改良・普及

人間活動空間の自然
社会状況

Well‐ Organized
となる

土地利用－インフラ

レジリエントな国土・社会への再デザイン

視覚化

自然の変化 社会経済の変化

A:アー
カイブ

D：人材
育成

C:活用・
展開

B:分析
デザイン 利用

再投入

「レジリエンス」とは何か？

レジリエンス
(Resilience)

サステナビリティ
(Sustainability)

一時的に崩したバランスを素早く
取り戻す(短期的な復元力)

一時的に崩したバランスを素早く
取り戻す(短期的な復元力)

復元可能であれば次の一歩を踏み
出せる(長期的な動的安定性)

resilience = 回復力，復元力，柔靭，しなやかさ…
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レジリエンスを定量評価する

時間

生活水準

発災

自然災害によって低下した生活水準が時間経過に伴って回復

その回復の度合いを表す指標としてレジリエンス性を定義

この積分値を小さくする

= レジリエンスを高める

1.発災による低下
事前防災によって
極端な低下を防ぐ

2. その後の回復の速さ
生存者に対する迅速な支援を
可能とする事前準備が必要 3



(マイクロジオデータを用いた)

南海トラフ地震による

人的・物的被害量の推計

DALYによる人的被害量の推計

• 人的被害量 = DALYを用いて推計

• DALY: Disability-Adjusted Life Year (健康な1年の損失)

DALY = 早死損失年数 + 障害共存年数

時間

死亡
による損失

健康被害
による損失

災害によって
失われた

健康な年数

地区で集計

＋
DALY値

発災

=

復興完了

完治

健康被害
による損失

個人レベル

or

時間

DALY値

健康：0

死亡：1

健康：0

死亡：1

期待寿命

時間

死亡
による損失

DALY値 発災

死亡数×平均余命 障害の発生数×障害度の重み×障害の継続期
間
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住宅の損失

避難生活

傷病発生リスク
の増大

避難生活環境

病院の被災 ライフライン供給率
の低下

医療機能
の低下

治療対応の遅れ

病院治療の影響

津波浸水深

震度

地震発生

死亡

重傷

軽傷

無傷

直接人的被害

DALY障害共存年数

早死損失年数

1日単位で繰り返し

1. 津波到達範囲・時間による津波遭遇と避難判定

2. 地震動・津波被害による建物倒壊  避難人口の推計

マイクロジオデータによる空間詳細な分析！
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発災直後

発災30日後
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レジリエンス向上施策によるDALY低減効果

・市町村単位での治療分散 都道府県単位での治療分散
・高齢者が多いメッシュから優先的に安全で衛生的な病院や施設へ搬送

仮定
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= 108,367（day/day・日）

= 316,297（day/day・日）
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(マイクロジオデータを用いた)

南海トラフ地震による

人的・物的被害量の推計

「失ったストック」の把握

• 被災地域の再建に向けた資源必要量

• ストックから発生していた社会サービス・活動量の把握

• 発災後 or 発災前の事前対策として効率的ながれき処理計画

失ったストック：何らかの被害により本来提供すべきサービスを
失った構造物の物質重量
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建築物ストックデータベースの整備

• マイクロジオデータの属性情報建物単位で資材投入量を推
計

– 属性情報：建築年代，建物用途，階数等

– 投入量 = 延床面積 × 面積あたり資材投入量

– 素材別，上部・基礎部別
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2010年

1978年

社会基盤ストック (1kmメッシュ)
道路，鉄道，港湾・漁港，空港，ダム 建築物ストックの分布



津波による「失ったストック」の推計

地域メッシュごとに集計

津波浸水範囲 建築物ストックデータベース

「失ったストック」の推計
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「失ったストック」の推計結果

名古屋市 5,070万トン

浜松市 1,884万トン

静岡市 165万トン

沼津市 589万トン

豊橋市 890万トン

桑名市 385万トン

津市

681万トン

志摩市 153万トン

• 浸水範囲内の建築物は110万棟，ストック量は1.95億トン

• 被害棟数割合：静岡県20%，愛知県30%，三重県42%

• 被害ストック割合：静岡県17%，愛知県26%，三重県31%
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まとめと議論

マイクロジオデータがあったから，これまで出来なかったこんな研究ができた

空間詳細かつ日本全国を対象とした分析・評価が可能に

今後さらにこんな研究に展開していきたい

 ストックデータベースの拡充と整備，災害直後の即時対応

マイクロジオデータの強みと欠点，課題

強み：建物単位で全国を対象としたデータ

課題：さらなる精度検証

自然災害に伴う人的・物的被害量の推計により

地域のレジリエンス性評価や効率的な事前・事後施策検討
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